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人この道　ひと筋
　

昭
和
54
年
か
ら
７
期
26
年
８
カ
月
余

り
、
園
部
町
長
と
し
て
地
方
自
治
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
昭
和
63
年
６
月
か
ら
平
成
17
年
末

ま
で
京
都
府
町
村
会
長
を
務
め
た
ほ
か
、

「地方自治の発展に大きく貢献」

野中 一二三さん（園部町・78）

旭日中綬章

「献身的な看護と介護に従事」

明田 しげみさん（八木町・60）

瑞宝双光章

南
丹
市
日
吉
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

（
日
吉
町
）

全
国
町
村
会
副
会
長
を
２
期
、
旧
厚
生

省
や
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
、
全
国
規

模
や
京
都
府
の
各
種
団
体
の
要
職
を
歴

任
。
南
丹
市
発
足
に
向
け
、
園
部
町
・

八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山
町
合
併
推
進

協
議
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
部
町
長
在
任
中
は
、
大
学
誘
致
を

は
じ
め
と
し
た
学
園
都
市
づ
く
り
、

「
京
都
新
光
悦
村
」
を
核
と
し
た
伝
統

工
芸
の
ま
ち
づ
く
り
、
「
幼
児
の
館
・

す
こ
や
か
学
園
」
の
設
置
や
子
宝
祝
金

な
ど
の
子
育
て
支
援
策
、
草
の
根
の
国

際
交
流
事
業
、
町
内
全
域
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

網
の
設
置
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

導
入
や
家
族
介
護
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
、
高
齢
者
の
就
労
対
策
、
都
市

基
盤
整
備
や
農
林
業
振
興
、
「
資
源
の

館
」
の
設
置
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
に

向
け
た
事
業
な
ど
、
先
駆
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
か
ら
平
成
４
年
の
間
、
日

吉
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、

ま
た
平
成
４
年
か
ら
平
成
17
年
の
間
は

同
委
員
長
と
し
て
在
任
。
在
任
期
間
中

は
国
政
選
挙
14
回
、
京
都
府
知
事
選
挙

「円滑で適正な選挙執行に尽力」

山口 昭さん（日吉町・79）

藍綬褒章

５
回
、
統
一
地
方
選
挙
５
回
に
携
わ

り
、
い
ず
れ
も
確
実
か
つ
円
滑
な
執
行

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
の
衆

議
院
議
員
選
挙
で
は
、
従
来
の
中
選
挙

区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

へ
と
制
度
が
変
わ
り
、
選
挙
人
へ
の
周

知
徹
底
に
努
め
ら
れ
、
混
乱
な
く
円
滑

に
選
挙
を
執
行
。
在
任
期
間
中
を
通
じ

て
投
票
率
向
上
の
た
め
の
周
知
・
啓
発

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
公
平
公
正
な
選
挙

推
進
の
た
め
の
研
修
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
研
さ
ん
を
積
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
18
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

は
南
丹
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に

就
任
さ
れ
、
旧
町
単
位
の
選
挙
区
、
開

票
所
４
カ
所
を
設
け
た
合
併
後
初
の
市

長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
日
吉
選
挙
区
を
主
に
担
当
さ

れ
円
滑
か
つ
適
正
に
投
開
票
を
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
重
症
心
身
障
害
児
・
者
施
設

「
花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
（
亀

岡
市
）
の
前
身
で
あ
る
「
花
明
学
園
」

に
、
昭
和
47
年
８
月
か
ら
准
看
護
師
と

し
て
勤
務
。
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で

37
年
３
カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
重
度

心
身
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
看
護
と
介

護
に
誠
実
か
つ
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た

　

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
「
安

心
・
安
全
」
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
見
守
り
３
Ｋ
（
子
ど
も
・
高
齢

者
・
火
災
予
防
）
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
と
し
て
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
に
お
い
て
優
良
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞
。
11
月

２
日
、
船
越
重
雄
会
長
ら
が
市
役
所
に

来
庁
さ
れ
、
市
長
に
受
賞
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
対
応
で
懸
命
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

療
育
体
制
で
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
入
所
者

の
健
康
保
持
、
疾

病
予
防
、
治
療
に

携
わ
る
と
と
も

に
、
一
人
一
人
の

特
性
を
よ
く
理
解

し
、
専
門
性
の
高

い
看
護
を
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受

章
に
際
し
、
「
こ
こ
ま
で
勤
続
で
き
た

の
も
家
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
。
純
粋
で
懸
命
に
生
き
る
入
所

者
か
ら
は
、
毎
日
私
の
方
が
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
重
い
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
安
心
で
き
る
施
設
・
環
境
の

充
実
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

私
た
ち
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞

八
田

　敦
子
さ
ん 

（
八
木
町
）

　

平
成
11
年
12
月
に
八
木
町
公
平
委
員

会
委
員
に
就
任
以
来
、
合
併
後
も
引
き

続
き
南
丹
市
公
平
委
員
会
委
員
と
し

て
、
現
在
に
至
る
ま
で
延
べ
９
年
７
カ

月
の
長
き
に
わ
た
っ
て
職
務
に
従
事
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
10
月
23
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ

れ
た
全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
総
会
に

お
い
て
、
全
国
公
平
委
員
会
会
長
賞
を

受
賞
。
11
月
18
日
に
、
市
役
所
で
佐
々

木
市
長
か
ら
賞
状
の
伝
達
と
、
市
か
ら

記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
公
平
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞

秋の叙勲
褒章受章者

旭日単光章

　昭和４６年４月から３期１２年
間、日吉町議会議員として地方
自治の振興に尽力。特に、社会
福祉の推進、交通安全の推進に
力を注がれ、その手腕を大いに
発揮されました。昭和５９年７
月から３年間は日吉町農業委員
として、また昭和５８年１０月か
ら１８年間は日吉町社会福祉協議
会長として、地域住民と町行政
などのパイプ役となり、その豊
富な見識と指導力で住民の先頭
に立って複雑多岐にわたる問題
解決などに取り組まれました。
ご冥福をお祈りします。

「地域福祉の向上に貢献」
故・谷 義夫さん（日吉町）

▲伝達表彰を受けられる八田氏（左）▲船越会長（中央）と近藤正也副会長（右から２人目）


